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あるベンチレーターの性能試験（1）

白　，駕　　比　　呂　　志＊

（臼召禾055年9月50臼　　受理）
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1　は　し　が　ぎ

　換気設傭のうち，風力及び蜜内の温慶差を利用して自然換気を行うベンチ

レーターは，その手軽さのため比較的広く用いられている。各種ベンチレー

ターの性能の差は，風力による換気盤の多少で表わされ，温度差による換気

量の差は殆ど痢題にならないと見てよかろう。従って，製作上の工夫も専ら・

如何にして風力を利用するかに絞られるわけである。
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　市販のべソチレー汐一の種類はオ望図に永すように頗る多く，それぞれ特

徴を備えているが，その三三については不朋な点が多く，特に，蒲体力学的

解析は行われていないようである。

　三者は，一つの衝販ベンチレーター一について，その性能が，風速，風向に

よって・どのように変和するかを試験し・さらに・着干の改装を施し・その

効果を検討し，一応の絃果を得た。

　本実鹸では風潟装置及び測定器等が完附しておらず，得られた紬果も満足

なものではないが，大雑把な傾晦は纒めたQ
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韮　測定法
　測定に供した，ベンチレーターは工祉製で，構遭および，寸法はオ2図，

a，わ，に示す通りである。当ベンチレーターの作勤厭埋については，次の

ような説囲がなされている。オ2図，a，のA点から流入する空気は流路B

で増速し，排気筒内の回気を誘引しながら，鷺，を経て，0贈こ抜ける。そ

して摸気効果は，あらゆる風向に対して期待出来ると述べてある。

　本笑験では2このような換気効果を確めるため，オろ園に水す如き，自験
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設備を装置し，風向と風速がベンチレーターの換気量に及ぼす影響を実測し

た。まず，ベンチレーターをそれと闇汁（12翻）の市販の鉄板製煙筒（長

さ180c窺）に装着し，これを針金で吊るし，水平に保持させた。これは温

度差による換気の影響を無くするためである。風洞設備がないので，家庭周

扇風機（日立i製，55侃，5段変速）を代用し，その位置を種々変えること

1により，風向，風速を変えるようにした。風向はオ5図に示す如く，0。，50。，

45。，60。，goo，の4様に変え，風速の範囲は1～4％㏄とした。ただし，

この風速範囲は，扇風機の性能と，風速計の性能によって制限された。風速

計の設遣個所は，ベンチレーター前と，換気筒内の2箇所でありこれにより

外部風速と，ベンチレーターによる換気量を計測する。使用した風速計はビ

ラムの風速計であるため，0～0．5狽／自劔萌後の風速は測定不能であるか，

または著しく精度を失なう。そのため，換気量の少ない場合は測定出来ない

ので，四塩化チタンの発煙によって換気が行われているか，行われていない

かを判断する程度でに止めた。オ5図に示す遮蔽板は，扇風機からの気流が，

換気量の測定を妨げるのを防ぐためのものである。

斑　測定結　果
　以上の実験装置により，扇風機からの風速，風向の変動に対して7換気量

がどのような変化を示すかを測定した。実測精果嫁オ1表及びオ4麟に糧め

られている。

　オ4図は風向，風速の変化に伴う換気量の変勤を示している。これによる

と60。，45？は翻合良い成績が見られるが，90。，50。は潜干換気量：が落ち，

びの場合は，金然換気を行わず，四塩化チタンの発燧試験においても襖気作

用は認められなかった。また，同図中の原点を回る2：本の放射状直線は，つ

ぎに示すごとき』，風による爵然換気量の算定式　から求めたものである。

　　　q響60・E・A・V・（m擁n加）

　　　　　　E鵡換気係数銘α5～α6（風向は閣口曳に対噸して慮：角）

　　　　　　　　　　　　調α25～0ゐ5（風向は開口部存こ対して斜め）

　　　　　　A調開q部・断磁積〔㎡〕
　　　　　　V翻風速〔r吸ec〕

＊

建築便寛，日本建築掌会編，丸善，昭和51，P．1944．
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　旧例では，閤目都断薗櫃として，擁気筒の断面穣を採り，

　　　　　A一÷π×（鯛2）24・口2㎡

また　　　E霜α5および0・25とした。

　図から明らかなように，実測値は書誌の計鐸で得られる範闘内に双ま

るようである。しかし，一般に外部の風向きは，真横から，60。，晶晶が多

いと思われるので，このベンチレーターは能率的な作動をしているとは云え

ず，可なりの欠陥が見られる。そこで，これらの欠陥を多少でも良くするた

めに，色々と手を加えた結果，オ5図に示すようなフードを取付けることに

よって，割含畏い結果が得られた。これにより改装前は・ベソチレ｝ターの

斜め下方，乃至下方から吹上げてくる風に対しては，負の浜気・廓ち箆内へ
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の吹き込みを示したが，改装後は下方からの風に対しても，吹き込むことは

なく，斜め下方からの風に対しては，換気作用が認められた◎　（四塩化チタ

ンの発煙試験による）。

　改装後の測定結果はオ2表，およびオ6図に示す通りである。
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　オ6図幅の放射状歯：線は，オ5図に示したものと同じで，前述の算定式か

ら求めたものである。

また薯オ7図をち改装前後の換気盤哲ヒ較したもので洞図から明らかな

ように，改装前よりも，改装後の方が全弄鍵的に平均した作動を示している。

　改装前ほ全然換気を行わなかった風向0。の場合も完全に撲気を行っているσ

又，5・Qの揚含調えばV－2．5嘱鎚の時をとってみると，改装の前後で
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それぞれR繍e．57π1ン勧iユ鮎およびq器α65拓シ1蝋流となり，45。の場合では，

V－2・5唖・ecの晦漁一α8・・強liエ・および，q＝G・75・・知iエ1，60。の場合

▽識2惑鮪eGで魚駕ag2nシhinおよびq二α85磁ン勃i蔦となり，90。に

なると，閥じく，V識2・5喚ecで，改装前はQ，篇0．78mンhi強，改装後は，

9、篇α9期ン馳i鷺と去う様に，45。と90。は改装後の方が多少，換気量が落ち『

るが，ほとんど変りなく，あとは’全般に改装により換気量が増している。

　こオ吟・3e。・45。・60G・9G。，1潮として，G。（輿横）の場合の換気作用

が著しく増強されたことは，このベンチレーターの改装により充分の効果を

あげ得たものとみでkい．
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W　むす　び
　以上，市販の一ベンチレーターについて搬能試験を行った結渠：を示した。

　故装前に』は，換気能力は，蜘句によ囎しく変勤したが，ベンチレーター

の外側にフードを取り付けるという簡単な改装によって，換気能力の陶上と

均等化が得られ，改装の効果は充分認められた。

　本実験に堀いたような，実験設備，および，測是器では充分な測定精度は

期待出来ないが，大体の傾向は掴めた。

　今後，三種ベンチレーターにつき，実験精度を上げて，嗣様の笑験を重ね，

綜合的な検討を煽える予定である。

　本研究を行うに当り，種々御便宜を頂いた岡垣助教授に衷心より深謝致し

ます。また，本実験は，当研究室員，朝倉勝己齎の協力に負う点が多いので，

特記して謝意を表わします。
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